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次
ペ
ー
ジ
は
、
一
般
質
問

議長就任あいさつ
　大町市議会は、市の発展と市民福祉の向上、安心安全なまちづく
りのために、行政と両輪となって取り組みます。
　また、議会力の向上と議会の見える化に向けて、議員個人の活動
から議会全体での活動に方向を転換し、市民に開かれた市民の役に
立つ議会を目標に歩んでまいります。
　目指すは「チーム大町市議会」です。

副議長就任あいさつ
　この度、副議長の大任を拝しました。
　ＡＩ（エー・アイ）時代の今日、私たちの価値観も大きく変化して
います。また急激な人口減少・少子高齢化が進む中、日本の行く末
を予測することが困難な時代。今こそ大町市議会が一致団結し、人
生経験豊かな大先輩の知恵と若い世代の柔らかな発想を結集し「市
民の皆様のため」に全力で働いてまいる決意です。

議会の運営や議長の諮問に関する事項などを審査します

常設の委員会で条例に定める所管事項に応じて議案を審査します

特別委員会は、特定の事件を特定の期間で審査するために設けられています

主に建設や観光に関わる案件について審査します

中村　直人
山本　みゆき
傳刀　健
神社　正幸
一本木　秀章
中牧　盛登
宮田　一男
髙橋　正
※委員名は議員番号順による
　特別委員会の正副委員長は、今後開催の委員会にて決定される

中村　直人
大竹　真千子
傳刀　健
降旗　達也
太田　昭司

大竹　真千子
降旗　達也
太田　昭司
大和　幸久
平林　英市
岡　秀子
二條　孝夫
大厩　富義

主に子育てや福祉に関わる案件について審査します

　５月13、14日の両日、改選後初の臨時会が開催され、正副議長が選出さ
れました。新議長のもと、新たなメンバーで分かりやすく開かれた議会とな
るよう取り組んでまいります。
　また各委員会の委員も新たに選任されました。委員会は本会議における審

議の予備的審査や調査機関として設けられています。議会に上程される議案
は多岐にわたるため、専門化した各委員会での審査はとても重要となります。
　議会運営委員会と常任委員会の任期は２年。これから２年間、このメンバー
で市の課題に取り組んでまいります。

岡 　
秀
子

一
本
木 

秀
章

二
條 
孝
夫

委
員
長

大
厩 

富
義

降
旗 

達
也

副
委
員
長

大
和 

幸
久

平
林 

英
市

正副議長紹介

議会運営委員会

常任委員会

特別委員会

総務産業委員会

交通網対策特別委員会 情報化推進特別委員会臭気対策特別委員会

社会文教委員会

議長 中牧 盛登

副議長 太田 昭司

大町市議会　 新体制でスタート!!特集 5月臨時会開催

中牧 盛登 中村 直人一本木 秀章 山本 みゆき降旗 達也 神社 正幸宮田 一男 太田 昭司

二條 孝夫 大厩 富義大竹 真千子 岡 秀子
副委員長 委員長

髙橋 正 傳刀 健
委員長 副委員長

大和 幸久 平林 英市



45 市議会だより おおまち 174号 （2019年８月）市議会だより おおまち 174号 （2019年８月）

一
般
質
問

本
号
よ
り
各
議
員
の
一
般
質
問
欄
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
ま
し
た
。
各
議
員
の
質
問
の

様
子
を
大
町
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
議
会
中
継
映
像
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

問　
本
年
６
月
よ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が

変
わ
り
、
過
度
な
返
礼
品
競
争
を
是
正
す
る
た
め
、

総
務
省
が
対
象
自
治
体
を
指
定
し
、
返
礼
品
は
寄

付
額
の
３
割
以
下
の
地
場
産
品
と
す
る
基
準
と

な
っ
た
。
今
ま
で
の
ふ
る
さ
と
納
税
額
の
全
容
は
。

答　
平
成
20
年
の
制
度
開
始
か
ら
昨
年
度
ま
で

に
９
億
１
千
８
百
万
円
余
で
あ
る
。
一
旦
、
ふ
る

さ
と
応
援
基
金
に
積
み
立
て
、
寄
付
さ
れ
た
方
の

希
望
に
沿
っ
た
事
業
の
財
源
に
充
当
さ
せ
て
い
る
。

問　
使
途
指
定
の
状
況
と
活
用
は
ど
う
か
。

答　
11
項
目
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
。「
自
然
環

境
を
守
る
た
め
に
」「
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
」「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
に
」

「
市
長
に
お
ま
か
せ
」の
４
事
業
で
全
体
の
約
８
割

を
占
め
て
い
る
。
環
境
保
全
、
子
育
て
支
援
、
人

問　
大
原
２
号
住
宅
は
、
用
途
廃
止
に
伴
い
入

居
者
が
退
去
を
迫
ら
れ
る
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

答　
入
居
者
の
状
況
や
生
活
環
境
に
見
合
う
住

宅
を
斡
旋
し
て
い
る
。
退
去
の
強
要
は
し
な
い
。

問　
市
営
住
宅
の
新
設
計
画（
50
戸
）は
今
年
着

工
と
な
っ
て
い
る
。
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答　
建
設
用
地
の
選
択
で
計
画
が
遅
れ
て
い
る
。

北
高
跡
地
も
候
補
の
一
つ
だ
が
、
県
と
の
調
整
が

つ
か
ず
、
絞
り
込
み
が
で
き
て
い
な
い
。

消
費
税
増
税
目
的
の
対
策
は
疑
問

問　
２
万
円
の
商
品
券
の
発
行
は
非
課
税
と
３

歳
未
満
児
の
世
帯
に
５
０
０
０
円
の
プ
レ
ミ
ア
ム

を
付
け
て
行
わ
れ
る
。
恒
久
的
な
消
費
税
増
税
目

的
の
施
策
だ
。
低
所
得
の
人
ほ
ど
負
担
に
な
り
、

問　
大
町
病
院
の
病
院
理
念「
地
域
に
密
着
し

た
温
か
く
誠
実
な
医
療
」の
実
現
に
向
け
た
問
題

と
課
題
は
。

答　
地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ
へ
的
確
に
対
応
し
、

ど
の
よ
う
な
医
療
支
援
を
行
う
か
。
ま
た
、
本
年

３
月
に
策
定
し
た
経
営
健
全
化
計
画
を
着
実
に
実

行
し
、
地
域
住
民
皆
様
が
安
心
し
て
暮
す
こ
と
の

で
き
る
、
持
続
可
能
な
医
療
の
提
供
体
制
を
堅
持

す
る
こ
と
が
大
町
病
院
の
責
務
と
考
え
る
。

問　
病
院
理
念
実
現
に
向
け
、
市
民
の
持
つ
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ

こ
そ
が
問
題
で
あ
り
、
改
善
す
べ
き
点
に
対
応
す

る
事
が
病
院
の
課
題
で
あ
る
。
実
情
を
知
る
た
め

に
大
町
病
院
を
利
用
し
な
い
市
民
を
含
め
た
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
す
る
つ
も
り
は
な
い
か
。

市
民
に
信
頼
さ
れ

る
病
院
の
実
現
を

創
生
み
ら
い
　
傳で
ん

刀ど
う

　
健た
け
し

が
問
う

が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
事
業
な
ど
へ
充
当
し
、
貴
重

な
財
源
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
本
年
５
月
よ
り

「
市
立
大
町
総
合
病
院
の
支
援
の
た
め
」の
項
目
を

設
定
し
、
２
件
の
寄
付
申
請
が
あ
っ
た
。

問　
今
後
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
加
え
て
取
組
む

の
か
。

答　
今
ま
で
、
寄
付
額
を
５
０
０
０
円
か
ら
受

け
付
け
た
り
、
寄
付
者
と
の
繋
が
り
を
保
つ
た
め
、

ふ
る
さ
と
に
暮
ら
す
親
御
さ
ん
の
状
況
を
知
ら
せ

る「
見
守
り
訪
問
サ
ー
ビ
ス
」等
工
夫
し
て
い
る
。

今
後
、
新
た
な
特
産
品
の
商
品
化
を
図
る
た
め
、

幅
広
く
検
討
を
進
め
る
。
豊
富
な
自
然
を
活
用
し

た
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
体
験
型
サ
ー
ビ
ス

を
検
討
す
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

を
増
設
し
、
間
口
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

緩
和
対
策
と
な
ら
な
い
。

答　
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
低
所
得
者
へ

の
負
担
の
影
響
に
配
慮
し
た
施
策
で
あ
り
、
一
定

の
効
果
が
見
込
め
る
。

問　
消
費
税
10
％
増
税
は
、
市
民
の
消
費
抑
制

で
地
方
経
済
を
冷
え
込
ま
せ
る
。

答　
商
品
券
発
行
は
地
域
に
お
け
る
一
定
の
消

費
喚
起
と
な
り
、
経
済
の
下
支
え
と
な
る
。

大
町
総
合
病
院
職
員
の
待
遇
を
見
直
せ

問　
収
支
見
込
み
が
前
年
度
比
２
億
７
千
万
円

の
増
額
と
な
る
と
し
て
い
る
。
職
員
給
与
や
各
種

手
当
を
元
に
戻
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
健
全
化
に
向
け
た
基
本
的
な
方
針
に
沿
っ

て
収
益
や
職
員
数
と
人
件
費
の
状
況
等
で
職
員
組

合
と
毎
年
見
直
し
を
検
討
す
る
。

答　
当
院
が
担
う
医
療
の
将
来
像
を
明
確
に
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」を
構
築
す
る
上
で
地
域
住
民
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
含
め
、
様
々
な
手
段
で
住
民
の

声
を
直
接
う
か
が
え
る
よ
う
検
討
を
進
め
る
。

北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
市
民
参
加
の
施
策
は

問　
市
民
参
加
の
た
め
の
施
策
は
何
か
。

答　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
地
元
ガ
イ
ド
の
養
成
、

作
家
と
の
共
同
制
作
や
ア
ー
ト
サ
イ
ト
の
運
営
な

ど
多
く
の
市
民
か
ら
の
協
力
を
得
る
仕
組
み
を
構

築
し
て
い
る
。
自
発
的
イ
ベ
ン
ト
等
に
対
し
広
報

な
ど
に
よ
る
周
知
、
市
の
資
金
支
援
制
度
や
創
業

支
援
協
議
会
に
よ
る
補
助
や
融
資
等
を
紹
介
す
る

等
、
広
報
・
資
金
面
共
に
支
援
し
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
の

使
途
指
定
と
活
用

政
友
ク
ラ
ブ
　
岡お
か

　
秀ひ
で

子こ

が
問
う

市
営
住
宅
廃
止
で

入
居
者
の
対
応
は

日
本
共
産
党

大
町
市
議
団
　
平ひ
ら
ば
や
し林

　
英え
い
市い
ち
が
問
う

信濃大町逸品・信濃大町ふるさと便・大町の
大地からの贈り物・バラエティ商品等

用途廃止に伴い、新設となった県営上一住宅。
遅れている市営住宅の建設はいつになる。

市民の要望を無視し続ける限り、目先の数字
は改善されても、問題の根本は改善されない

安
定
医
業
収
益
の
為
に
は
、

市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
る
べ
き
だ

創
意
工
夫
さ
れ
た
製
品
や

大
町
で
し
か
味
わ
え
な
い
体
験
を

移
転
先
が
な
い
の
に

退
去
を
迫
る
実
態
は
な
い
か
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次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
は
市
の
行
政
全
般
に
関
し
て
議
員
が
そ
の
考
え
や
意
見
を
聞
く
も
の
で
す
。

こ
こ
で
は
議
場
で
の
や
り
と
り
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

問　
６
月
８
日
厚
生
労
働
省
は
❶
合
計
特
殊
出

生
率
を
公
表
し
た
。
全
国
平
均
１
・
42
人
、
長
野

県
平
均
１
・
57
人
、
大
町
市
は
１
・
50
人
で
あ
り
、

大
町
市
の
減
少
に
改
善
の
兆
し
が
見
え
な
い
が
、

ど
の
よ
う
な
評
価
を
し
て
い
る
か
。

答　
昨
年
10
月
の
人
口
調
査
で
は
、
❷
社
人
研

推
計
を
１
７
３
人
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

問　
昨
年
３
月
社
人
研
が
公
表
し
た
２
０
１
５

年
を
起
点
に
30
年
後
の
２
０
４
５
年
の
将
来
人
口

推
計
で
、
大
町
市
は
41
・
３
％
減
少
す
る
見
込
み

で
、こ
れ
は
、長
野
県
内
19
市
の
な
か
で
50・５
％

減
少
す
る
飯
山
市
に
次
い
で
２
番
目
に
大
き
い
減

少
率
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
他
の
17
市
は
、

い
ず
れ
も
減
少
率
30
％
以
内
だ
。
人
口
減
少
を

30
％
以
内
な
ら
、
地
方
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
は
必
要

が
な
い
と
も
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
越
え
る
減
少

率
に
危
機
感
を
持
つ
。
ど
の
よ
う
な
見
解
か
、
う

か
が
う
。

答　
一
挙
に
解
決
す
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、
地

道
に
努
力
を
続
け
る
中
で
改
善
し
た
い
。

問　
安
倍
政
権
の
地
方
創
生
ビ
ジ
ョ
ン
は
地
場

産
業
の
育
成
で
は
な
く
、
生
産
性
の
向
上
、
国
際

化
な
ど
を
強
調
し
た
結
果
、
少
子
化
対
策
が
影
を

潜
め
て
失
敗
し
、「
東
京
一
極
集
中
」が
地
方
の
衰

退
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。
子
育
て
支
援
を
優
先
し

た
結
果
、
６
年
連
続
で
人
口
が
増
加
し
、
地
域
経

済
が
好
転
す
る
結
果
を
出
し
て
い
る
兵
庫
県
明
石

市
の
事
例
も
あ
る
。
市
長
の
見
解
は
。

答　
環
境
の
違
い
も
あ
る
が
、
良
い
事
例
は
お

手
本
と
し
、
中
間
年
の
見
直
し
に
生
か
し
た
い
。

問　
サ
ル
に
よ
る
被
害
が
全
市
的
に
広
が
っ
て

い
る
。
従
来
ま
で
の
対
策
と
併
せ
て
、「
地
域
住

民
に
対
す
る
研
修
会
な
ど
の
啓
も
う
活
動
」と「
森

林
経
営
管
理
法
の
活
用
に
よ
る
里
山
整
備
」を
進

め
て
対
策
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
「
サ
ル
対
策
講
座
」開
催
な
ど
の
啓
発
活
動

や
集
落
周
辺
の
森
林
整
備
を
検
討
し
、
被
害
減
少

対
策
を
推
進
す
る
。

問　
一
部
署
一
担
当
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
全

市
的
に
取
組
む
事
と
担
当
職
員
が
臨
時
職
員
で
は

市
長
の
取
組
む
姿
勢
が
問
わ
れ
て
い
る
と
思
う
。

職
員
の
待
遇
を
改
善
し
て
、
市
民
に
行
政
の
真
剣

さ
を
示
す
こ
と
が
、
市
民
の
協
力
を
得
る
道
だ
と

思
う
。
い
か
が
か
。

答　
関
係
部
署
が
密
接
に
連
携
し
て
政
策
調
整

会
議
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
を
活

用
し
な
が
ら
現
状
把
握
と
と
も
に
横
断
的
な
対
策

を
検
討
し
て
い
く
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問　
市
長
は
、
後
援
会
会
報
で「
子
供
の
医
療

費
無
料
化
高
校
３
年
生
ま
で
拡
大
し
ま
す
」と
公

約
し
て
い
る
が
い
つ
公
約
を
果
た
さ
れ
る
覚
悟
か
。

答　
全
国
一
律
の
制
度
を
全
国
市
長
会
で
要
望

し
て
い
る
。
任
期
中
に
実
現
す
る
。

充
電
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

問　
市
役
所
等
に
電
気
自
動
車
の
充
電
ス
ポ
ッ

ト
を
設
置
で
き
な
い
か
。

答　
県
内
の
状
況
を
調
査
し
、
研
究
す
る
。

問　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
持
ち
込
み
解
禁
に

つ
い
て
、
大
阪
府
教
育
庁
の
公
表
し
た「
小
中
学

校
に
お
け
る
携
帯
電
話
の
取
扱
い
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」、
そ
れ
を
受
け
文
部
科
学
大
臣
が
発

言
し
た
文
科
省
通
知
の
見
直
し
検
討
に
つ
い
て
、

市
教
育
委
員
会
は
ど
う
考
え
る
か
。

答　
当
市
で
は
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る

場
合
を
除
き
原
則
禁
止
と
し
て
い
る
。
情
報
機
器

を
適
正
活
用
で
き
る
能
力
育
成
等
の
必
要
性
、
緊

急
時
や
災
害
時
の
役
割
は
大
き
い
が
、
い
じ
め
や

誹
謗
中
傷
の
媒
体
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

持
ち
込
み
禁
止
の
方
針
を
堅
持
し
つ
つ
、
今
後
の

文
科
省
等
の
方
針
を
注
視
し
て
い
く
。

問　
国
か
ら「
持
ち
込
み
禁
止
の
解
除
」の
通
知

が
出
た
場
合
、
当
市
も
同
じ
方
針
で
い
く
の
か
。

答　
使
用
方
法
や
マ
ナ
ー
に
課
題
が
あ
る
。
現

行
の
方
針
を
幾
分
緩
和
す
る
に
留
め
、
病
気
等
の

際
や
登
下
校
時
な
ど
の
限
ら
れ
た
範
囲
と
な
る
。

問　
授
業
等
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
学
び
の

時
間
を
も
っ
と
増
や
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　
全
学
校
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
を
実

践
。
児
童
・
生
徒
は
情
報
機
器
の
操
作
に
は
習
熟

し
て
き
て
い
る
が
、
危
険
性
や
使
用
モ
ラ
ル
の
確

立
に
は
一
層
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

問　
国
の
通
知
の
前
か
ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
く
べ
き
と

考
え
る
が
、
そ
う
い
っ
た
場
を
設
け
る
考
え
は
。

答　
今
後
、
情
報
教
育
に
関
す
る
懇
談
の
機
会

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
そ
の
他　
　
登
下
校
時
に
お
け
る
交
通
安
全
対

策
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

子
ど
も
の
安
心
安

全
に
必
要
な
も
の

創
生
み
ら
い
　
降ふ
り
旗は
た

　
達た
つ
也や

が
問
う

人
口
減
少
下
の

ま
ち
づ
く
り
は

無
所
属
ク
ラ
ブ
　
大お
お

和わ

　
幸よ
し

久ひ
さ

が
問
う

日
本
共
産
党

大
町
市
議
団
　
宮み
や
　た田

　
一か
ず

男お

が
問
う

サ
ル
に
よ
る

被
害
防
止
対
策
は

他の市町村をはるかに超える、特別な対策が
求められている大町市の少子化対策

根こそぎかじられたズッキーニ。サルに入ら
れると徹底的に荒らされてしまう。

スマホ持込の可否を含め、子どもたちの安心・
安全に必要なものの検討を始めるべき

ネ
ッ
ト
等
に
対
す
る
学
び
の
場
を

も
っ
と
増
や
す
べ
き
！

人
口
減
少
の
実
体
を
市
民
と

共
有
す
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
を

サ
ル
対
策
は
庁
舎
あ
げ
て
の

取
組
と
す
べ
き
で
は
な
い
か

　　　　　
❶合計特殊出生率　一人の女性が生涯に産む子供の推計人数
❷社人研「国立社会保障・人口問題研究所」のこと。厚労省内に設置された国立の研究機関で、
人口・経済・社会保障に関する調査研究を行っている。

用語解説？
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一
般
質
問

次
ペ
ー
ジ
は
、
一
般
質
問
と
メ
ン
ド
シ
ー
ノ
訪
問
団
と
交
流

一
問
一
答
形
式
で
質
問
す
る
議
員
１
人
の
持
ち
時
間
は
20
分
以
内
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、

行
政
側
の
答
弁
を
含
め
る
と
、
お
よ
そ
50
分
程
度
と
な
り
ま
す
。

問　
市
立
大
町
総
合
病
院
経
営
健
全
化
計
画
は

一
年
が
経
過
、
予
定
通
り
進
ん
で
い
る
の
か
。

答　
許
可
病
床
数
１
９
９
床
と
し
病
院
規
模
の

適
正
化
を
図
り
、
新
た
な
施
設
基
準
の
取
得
や
診

療
報
酬
に
お
け
る
機
能
評
価
係
数
を
向
上
さ
せ
る

取
り
組
み
な
ど
で
、
入
院
・
外
来
収
益
と
も
に
増

収
と
な
っ
た
。
ま
た
職
員
給
与
や
時
間
外
手
当
の

削
減
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
経
費
の
削
減
に
取
り
組
み
、

昨
年
度
の
決
算
見
込
み
は
大
幅
な
改
善
が
図
ら
れ
、

経
常
損
益
も
利
益
が
見
込
め
る
。
一
時
借
入
金
に

つ
い
て
は
前
年
度
よ
り
１
億
円
削
減
、
資
金
不
足

比
率
も
経
営
健
全
化
基
準
の
20
％
を
下
回
る
見
込

み
。
経
営
健
全
化
計
画
の
一
年
目
に
つ
い
て
は
計

画
通
り
進
ん
で
い
る
。

問　
市
繰
入
金
の
増
減
や
資
本
的
収
支
か
ら
収

益
的
収
支
に
組
み
替
え
る
こ
と
に
よ
り
、
真
の
収

支
が
わ
か
り
に
く
く
な
る
と
思
う
が
。

答　
市
費
繰
入
金
に
つ
い
て
は
、
国
の
拠
出
基

準
に
沿
い
一
定
の
ル
ー
ル
に
基
づ
き
算
出
し
て
い

る
。
繰
入
金
の
取
り
扱
い
等
、
収
支
実
態
が
判
断

し
に
く
く
な
る
と
の
懸
念
は
制
度
上
の
課
題
と
認

識
し
て
い
る
。
年
度
変
動
の
要
因
を
排
除
し
た
損

益
計
算
書
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
30
年
度
の

決
算
見
込
み
と
29
年
度
と
を
比
較
す
る
と
、
約
３

億
３
千
万
円
の
改
善
が
見
ら
れ
た
。

問　
市
長
に
聞
く
。
病
院
経
営
を
管
理
運
営
す

る
の
は
病
院
事
業
管
理
者
と
思
う
が
、
将
来
の
病

院
の
有
り
様
を
考
え
る
の
は
市
長
と
考
え
る
が
。

答　
将
来
の
病
院
形
態
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
か
、
事
業
管
理
者
と
と
も
に
計
画
の
進
捗
状
況

を
見
極
め
間
違
え
の
な
い
選
択
を
し
て
い
く
。

問　
八
坂
・
美
麻
小
中
は
、
全
国
で
も
先
進
的

な
地
域
参
画
型
の
学
校
だ
。
特
に
美
麻
小
中
学

校
は
昨
今
、
出
版
な
ど
を
通
じ
注
目
が
集
ま
っ
て

い
る
。
大
町
市
の
全
学
校
が
こ
の
２
校
と
同
じ
く
、

よ
り
地
域
住
民
の
参
画
の
度
合
の
高
い
、「
文
科

省
型
」の
❸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
移
行
す
る

と
聞
い
た
。
行
政
は
ど
の
よ
う
な
見
通
し
を
も
っ

て
い
る
か
。

答　
学
校
と
保
護
者
が「
育
て
た
い
子
ど
も
像
」

を
共
有
し
な
が
ら
、
市
内
全
学
校
に
住
民
組
織
で

あ
る
学
校
運
営
協
議
会
を
設
け
、「
文
科
省
型
」へ

の
移
行
を
進
め
て
い
く
。
各
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
の
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
保
護
者
へ
の
周

知
も
続
け
て
い
く
。

問　
美
麻
小
中
学
校
で
は
、
子
ど
も
達
自
身
が

授
業
の
内
容
を
提
案
し
、
協
議
会
が
補
助
金
を
取

得
し
必
要
な
講
師
を
呼
ぶ
な
ど
、
独
自
の
活
動
が

あ
る
。
他
の
学
校
へ
も
こ
う
い
っ
た
授
業
に
使
え

る
補
助
金
の
案
内
な
ど
は
あ
る
か
。

答　
市
か
ら
も
特
色
あ
る
教
育
の
た
め
の
補
助

金
と
し
て
、
年
間
２
０
０
万
円
の
予
算
を
用
意
し

て
い
る
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
様
々

な
補
助
金
の
案
内
を
各
校
に
周
知
し
て
い
る
。

問　
こ
の
よ
う
な
魅
力
あ
る
教
育
は
、
例
え
ば

大
町
病
院
の
医
師
不
足
に
対
し
て
も
有
効
で
、
家

族
を
も
っ
た
先
生
の
移
住
決
断
の
要
因
に
な
る
と

医
療
関
係
者
か
ら
聞
い
た
。
定
住
へ
の
取
り
組
み

に
活
か
さ
れ
て
い
る
か
。

答　
移
住
後
の
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
頂
く
ツ

ア
ー
で
、
中
学
校
へ
の
ツ
ア
ー
も
行
っ
て
い
る
。

問　
第
２
期
定
住
促
進
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
間
年
だ

が
成
果
と
課
題
は
。

答　
平
成
29
年
、
30
年
の
２
年
間
で
59
世
帯
１

１
８
人
と
な
り
、
第
１
期
の
５
年
間
１
０
３
世
帯

２
０
５
人
を
上
回
る
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
一
定
の
成

果
は
あ
が
っ
て
い
る
。
課
題
と
し
て
は
資
金
面
の

支
援
制
度
は
他
地
域
で
も
取
り
組
み
が
さ
れ
て
き

て
い
る
た
め
、
移
住
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
支
援

体
制
が
必
要
で
あ
る
。

問　
各
地
で
移
住
者
の
取
り
合
い
に
な
っ
て
い

る
が
、
他
地
域
と
の
差
別
化
を
図
っ
た
市
独
自
の

取
り
組
み
は
。

答　
移
住
者
に
決
め
手
を
聞
く
と
財
政
面
的
支

援
の
み
で
決
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分

か
る
。
移
住
相
談
の
際
の
応
対
者
と
の
信
頼
関
係

づ
く
り
や
移
住
後
の
フ
ォ
ロ
ー
、
事
前
の
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
や
既
に
移
住
し
て
い
る
定
住
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
よ
る
支
援
体
制
、
定
住
後
の
交
流
イ
ベ

ン
ト
な
ど
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
を
意
識
し
た
き

め
細
か
な
取
り
組
み
が
好
評
を
得
て
お
り
、
他
地

域
と
差
別
化
を
図
っ
た
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

問　
今
後
の
施
策
と
し
て
、
地
域
で
不
足
す
る

職
種
等
に
焦
点
を
絞
っ
て
移
住
・
定
住
施
策
を
進

め
る
必
要
も
あ
る
と
思
う
が
市
と
し
て
ど
う
か
。

答　
起
業
・
新
規
就
農
者
に
働
く
場
の
確
保
を

目
的
と
し
た
支
援
策
は
あ
る
が
、
不
足
し
て
い
る

職
種
を
絞
っ
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
考
え
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
第
２
期
定
住
促
進
ビ
ジ
ョ
ン
の
見

直
し
を
図
る
中
で
、
各
分
野
に
お
け
る
人
材
不
足

の
現
状
な
ど
を
考
慮
し
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
設
定
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

経
営
健
全
化
計
画

の
進
捗
は
如
何
に

政
友
ク
ラ
ブ
　
二に
じ
ょ
う條

　
孝た
か

夫お

が
問
う

地
域
と
学
校
で

育
て
る
子
ど
も
達

政
友
ク
ラ
ブ
　
中な
か

村む
ら

　
直な
お

人と

が
問
う

移
住
・
定
住
に

特
色
あ
る
施
策
を

政
友
ク
ラ
ブ
　
大お
お

竹た
け

真ま

千ち

子こ

が
問
う

盛況の第９回病院祭開会式、病院は市民のか
けがいのない宝、皆で守ろう大町病院

移住者が相談に訪れる、ふるさと回帰支援セ
ンター（有楽町）では多くの地域のブースが並ぶ

子ども達の要望をもとに大学から特別講師を
招いての授業風景

今
後
の
病
院
の
あ
り
様
を

考
え
る
の
は
市
長
で
は

全
国
的
に
も
先
進
的
な

取
り
組
み
を
特
色
と
す
べ
き

戦
略
的
な
視
点
で
差
別
化
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

　　　　　
❸コミュニティスクール　学校と地域住民等が力を合わせて学校の運営に取り組むことが可能となる制度。
　現在当市には県の認定を受けた「信州型」、文科省の認定を受けた「文科省型」の２つのタイプの学校がある。

用語解説？
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次
ペ
ー
ジ
は
、
議
員
が
質
し
た
６
月
定
例
会
と
視
察
報
告

一
般
質
問

6月27日　メンドシーノ訪問団歓迎会が開かれ、
議長以下有志議員が参加しました
　メンドシーノと大町市美麻の交流も今年で40年を迎え、
今年はメンドシーノから32人の訪問団が美麻地区を訪れま
した。市長、教育長、議長出席のもと地元ボランティアの方々
が朝から準備した地元料理を堪能しながら、和やかな雰囲
気で交流を深めることができました。
　訪問団長のグレッグさんは「素晴らしい歓
迎会ありがとう。一緒に過ごせる時間は少な
いが、皆さんの生活や文化にとても興味があ
り、ここでしか学べないことは多いと思う。
メンドシーノのこともたくさんお伝えした
い」とさらなる友好を誓いました。

7月1日　訪問団の皆さんが議会を訪問し、
中牧議長と懇談しました
　「日本に来て驚いたことは？」との議
長の質問に、「神社やお寺の境内がき
れい」「家に便利な家電がたくさんあっ
た」「スーパーのドライアイスが出てく
る機械に驚いた」など、子供らしい発
見を次々に発表してくれました。特に
みんなで食べた「花豆アイス」がおいし
かったという言葉には、そろって頷い
ていました。
　議長の「皆さんの観察力に感心した」
との感想に、嬉しそうな笑顔をみせて
くれました。

問　
大
町
市
の
農
業
振
興
計
画
の
現
状
は
。

答　
担
い
手
農
家
が
中
核
的
経
営
体
と
な
り
、

農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
効
率
的
に
進
め
、
コ
ス

ト
の
削
減
や
品
質
の
安
定
化
、
収
量
の
確
保
に
努

め
る
と
と
も
に
、
兼
業
農
家
や
小
規
模
農
家
に
対

し
て
は
、
高
付
加
価
値
の
つ
い
た
少
量
多
品
種
の

生
産
や
直
売
所
等
で
の
販
売
を
通
じ
た
農
業
経
営

の
維
持
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
農
業
分
野
だ
け
で
な
く
他
分
野
と
連
携
し

な
が
ら
農
産
物
の
販
路
拡
大
を
し
て
い
る
の
か
。

答　
教
育
委
員
会
や
観
光
課
、
商
工
労
政
課
な

ど
と
連
携
を
深
め
る
と
共
に
市
内
企
業
と
も
連
携

を
深
め
、
大
町
産
の
農
産
物
の
販
路
拡
大
に
努
め

る
。問　

大
町
産
の
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
知
名

度
の
向
上
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

答　
信
濃
大
町
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
策
定
し
、
現

在
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
立
川
市
の
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
消
費
者
に
Ｐ
Ｒ
し
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
も
海
外
へ
の
輸
出
も
視
野
に
入

れ
た
ブ
ラ
ン
ド
力
と
知
名
度
の
向
上
、
生
産
者
の

所
得
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

問　
認
定
農
業
者
に
対
す
る
助
成
制
度
に
つ
い

て
問
う
。

答　
園
芸
振
興
事
業
、
環
境
保
全
型
農
業
推
進

事
業
、
農
作
業
維
持
体
制
構
築
事
業
、
地
域
特
産

物
加
工
事
業
、
農
産
物
被
害
防
止
事
業
、
農
産
物

等
災
害
緊
急
対
策
事
業
な
ど
の
市
単
事
業
や
農
水

省
の
交
付
金
事
業
が
あ
る
が
、
農
家
へ
の
周
知
が

あ
ま
り
成
さ
れ
て
い
な
い
。
農
家
の
皆
様
へ
の
周

知
広
報
に
努
め
て
い
く
。

大
町
市
の
農
業
の

活
性
化
を

政
友
ク
ラ
ブ
　
一い
っ

本ぽ
ん

木ぎ

秀ひ
で

章あ
き

が
問
う

問　
共
働
き
世
帯
が
増
加
し
て
お
り
、
病
児
保

育
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
市
で
は
ど
の
よ

う
に
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答　
必
要
な
設
備
や
機
能
を
備
え
、
医
師
や
看

護
師
の
確
保
、
連
携
が
可
能
な
医
療
機
関
で
あ
る

大
町
病
院
が
役
割
を
担
う
こ
と
が
適
当
と
考
え
る
。

現
在
、
病
児
保
育
実
施
の
基
本
的
な
方
向
性
に
つ

き
院
内
の
幹
部
会
で
了
承
し
、
併
せ
て
小
児
科
医

師
と
の
調
整
が
整
っ
て
き
た
の
で
、
実
施
場
所
の

選
定
や
保
育
士
の
確
保
、
感
染
防
止
策
、
さ
ら
に

は
運
営
経
費
な
ど
に
つ
い
て
、
市
と
の
具
体
的
な

調
整
を
行
う
こ
と
と
し
て
で
き
る
だ
け
早
期
に
実

現
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
こ
れ
に
関
連
し
て
保
育
士
の
人
手
不
足
も

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
近
隣
の
市
町
村
で
は
実
施

し
て
い
る
臨
時
保
育
士
へ
の
一
時
金
支
給
が
大
町

市
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
さ
ら
な
る
子
育
て

の
支
援
充
実
が
求
め
ら
れ
る
中
、
病
児
保
育
の
早

期
実
現
を
は
じ
め
、
保
育
園
の
安
定
し
た
運
営
・

保
育
の
充
実
の
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
賃
金
格
差

を
早
期
に
是
正
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
市
で

の
検
討
状
況
と
実
施
時
期
に
つ
い
て
う
か
が
う
。

答　
臨
時
保
育
士
等
へ
の
一
時
金
の
支
給
に
つ

い
て
は
新
た
に
来
年
４
月
に
施
行
さ
れ
る「
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
」の
導
入
に
向
け
、
県
や
県

内
19
市
、
近
隣
の
町
村
の
動
向
を
参
考
と
し
た
う

え
で
、
他
の
職
種
の
臨
時
職
員
の
取
り
扱
い
と
と

も
に
制
度
全
般
に
つ
い
て
検
討
を
は
じ
め
て
い
る
。

病
児
保
育
の

事
業
化
を
求
め
て

政
友
ク
ラ
ブ
　
山や
ま
本も
と
み
ゆ
き
が
問
う

美しい景色、きれいな空気、美味しい水だけ
では農産物は売れない

働く親御さんにとって病児保育は必要なもの
早期実現を

農
業
振
興
と
農
作
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

で
知
名
度
を
上
げ
る

病
児
保
育
の

検
討
状
況
を
お
尋
ね
し
ま
す

美麻公民館で開かれた歓迎会
手作りの地元料理が並ぶ

 大町市議会を表敬訪問した
メンドシーノ訪問団の皆さん　議場にて

メンドシーノ

訪問団と交流
歓迎会と表敬訪問
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次
ペ
ー
ジ
は
、
討
論
と
審
議
結
果

総
務
産
業
委
員
会

議
案
第
11
号

除
雪
車
の
購
入
に
つ
い
て

問　
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
の
購
入

費
約
４
千
５
百
万
円
の
内
、
国
の
交

付
金
の
補
助
率
は
ど
の
位
か
。

答　
事
業
費
の
３
分
の
２
と
し
て

い
る
が
、
こ
の
場
合
内
示
率
が
低
く

約
３
割
程
度
で
あ
る
。

問　
落
札
率
が
99
・
４
％
と
高
い
。

公
正
な
競
争
原
理
が
働
い
て
い
る
か
。

答　
公
正
な
競
争
原
理
を
担
保
で

き
る
よ
う
細
心
の
注
意
を
払
う
。

議
案
第
13
号

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
自
主
放
送
番
組
自

動
送
出
設
備
更
新
約
３
千
２
百
万
円

に
つ
い
て

問　
今
回
は
老
朽
化
に
よ
る
更
新

と
の
こ
と
だ
が
更
新
時
期
は
。

答　
概
ね
８
年
か
ら
９
年
で
あ
る
。

議
案
第
５
号　

大
町
市
基
金
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て問　

こ
の
基
金
は
森
林
整
備
等
に

活
用
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
の

見
通
し
と
推
進
体
制
は
ど
う
か
。

答　
総
務
省
の
指
針
で
は
、
ま
ず

約
１
千
万
円
。
そ
の
後
段
階
的
に
増

加
し
、
22
年
後
に
は
４
千
万
円
を
見

込
ん
で
い
る
。
事
業
内
容
は
、
所
有

者
の
特
定
、
意
向
調
査
な
ど
、
森
林

整
備
に
活
用
す
る
。
現
段
階
で
は
、

業
務
内
容
や
業
務
量
が
不
明
確
で
あ

り
、
人
員
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
。

議
案
第
７
号　

大
町
市
水
道
事
業
に
係
る
条
例
改
正

に
つ
い
て

問　
改
正
後
給
水
人
口
を
２
万
４

千
百
人
と
し
て
い
る
が
、
今
後
人
口

減
少
が
予
想
さ
れ
、
施
設
の
維
持
管

理
な
ど
負
担
増
が
懸
念
さ
れ
る
。
施

設
規
模
が
過
大
に
な
ら
な
い
よ
う
に

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
今
後
状
況
の
変
化
に
よ
り
認

可
が
必
要
と
な
れ
ば
見
直
す
。

議
案
第
９
号

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

企
画
財
政
課

問　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

の
経
済
効
果
は
ど
の
程
度
か
。

答　
約
１
億
５
千
万
円
で
あ
る
。

商
工
労
政
課

問　
今
回
こ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
対
象
者
は
、
住
民
税
非
課
税
者

と
子
育
て
世
代
だ
が
、
個
人
情
報
の

観
点
で
問
題
は
な
い
か
。

答　
商
品
券
の
種
別
は
分
け
な
い
。

ま
た
換
金
に
際
し
、
守
秘
義
務
を
課

す
。
制
度
自
体
は
、
市
で
は
な
く
国

か
ら
の
指
示
に
よ
る
。
市
は
適
正
に

処
理
し
て
い
く
立
場
で
あ
る
。

情
報
交
通
課

「
林
地
台
帳
シ
ス
テ
ム
」に
つ
い
て

問　
体
制
的
に
も
か
な
り
困
難
な

事
業
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
こ
の
制
度
の
背
景
は
、
所
有

択
さ
れ
た
。
金
額
は
３
０
０
万
円
で

あ
る
。

　
意
見　
　
い
ろ
い
ろ
と
補
助
事
業

が
あ
る
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
農
業

者
に
周
知
・
徹
底
す
べ
き
で
あ
る
。

社
会
文
教
委
員
会

議
案
第
２
号

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ

い
て問　

再
発
防
止
に
向
け
て
の
対
策

者
不
明
・
境
界
が
不
明
確
で
あ
る
こ

と
か
ら
整
備
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

県
か
ら
の
資
料
を
基
に
、
市
の
単
独

事
業
と
し
て
実
施
す
る
。
か
な
り
労

力
を
要
す
る
と
懸
念
し
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
交
流
課

問　
就
業
者
等
移
住
支
援
金
３
世

帯
３
百
万
円
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答　
今
年
度
新
規
に
取
り
組
む
。

実
際
に
は
11
月
ご
ろ
か
ら
の
申
請
で

あ
る
。
年
度
途
中
で
あ
る
こ
と
か
ら

３
世
帯
を
想
定
し
た
。

　
意
見　
　
定
住
促
進
に
つ
い
て
、

「
首
都
圏
を
対
象
」と
あ
る
が
、
東
京

都
内
よ
り
は
そ
の
近
郊
や
関
西
圏
の

需
要
が
多
い
。
範
囲
を
広
げ
て
周
知

す
べ
き
で
あ
る
。

議
案
第
12
号

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

企
画
財
政
課

問　
県
の
１
０
０
％
補
助
事
業
で

あ
る
農
業
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

目
的
・
予
算
規
模
や
、
今
回
の
対
象

事
業
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　
米
作
主
体
か
ら
新
た
な
作
物

の
生
産
や
収
益
向
上
が
目
的
。
市
内

で
ワ
イ
ン
醸
造
に
関
わ
る
事
業
が
採

は
。答　

こ
れ
ま
で
も
落
雪
に
よ
り
車

両
を
破
損
さ
せ
る
事
案
が
あ
り
、
冬

期
は
体
育
館
横
の
駐
車
場
の
区
画
は

利
用
禁
止
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
き

た
。
今
ま
で
安
全
と
考
え
ら
れ
て
い

た
場
所
よ
り
も
、
遠
い
位
置
に
ま
で

落
雪
範
囲
が
拡
大
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
今
後
は
さ
ら
に
駐
車
位
置
を
遠

ざ
け
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
た
い
。

　
意
見　
　
今
回
は
車
両
の
損
害
だ

け
で
済
ん
だ
が
、
児
童
や
職
員
な
ど

人
的
被
害
が
発
生
し
な
い
対
策
を
講

じ
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

議
案
第
９
号

令
和
元
年
度
大
町
市
一
般
会
計
補
正

予
算

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
に
つ
い
て

福
祉
課

　
意
見　
　
わ
ず
か
５
千
円
の
プ
レ

ミ
ア
ム
を
与
え
て
も
、
消
費
税
増
税

と
な
れ
ば
、
２
％
は
上
が
っ
た
ま
ま

と
な
り
、
将
来
に
わ
た
る
影
響
額
は

非
常
に
大
き
な
金
額
と
な
る
。
こ
の

点
に
お
い
て
事
業
に
よ
る
効
果
は
少

な
い
と
考
え
て
お
り
、
賛
成
で
き
な

い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　６月19日、地域の子どもたちの“もうひと
つの家”ｂ＆ｇ大町の現地視察を実施しました。
　同施設は、市内の小学生が放課後や長期休
みに、安全・安心に過ごすことが出来る “家
でも学校でもない第三の居場所”として６月３
日からスタートしています。
　公益財団法人Ｂ＆Ｇ財団が、開設費・運営
費の助成及びプログラムについて支援し、市
の子育て支援課、教育委員会、福祉課等の運
営支援や、その他の関係各所との連携で進め
られています。
　視察時点での登録者は10名。あたたかい食
事の提供や、学習サポート、生活リズムづくり、
読書活動等が始まり、学ぶ意欲を育み将来の
自立に向けた力を身につける居場所になるよ
う取り組んでいます。

運営はＮＰＯ法人キッズウィル
開所時間は
月曜日～金曜日の放課後から21時、
日曜・祝日は９時から21時。
送迎あり。
相談・申込みは
ｂ＆ｇ大町（電話85-4370）まで。

社会文教委員会
視察報告
ｂ＆ｇ大町を視察

議員が
質
ただ

した
６月定例会

　６月定例会常任委員
会における議案審査の
主なものを報告します。

ワインぶどうを栽培する農園

施設の概要について説明を受ける
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賛成反対

議案第9号
令和元年度大町市一般会計補正予算（第２号）
消費税増税の影響緩和と地域での消費下支えを目的とする
プレミアム付商品券事業の実施について争点となりました。

討論は議案等の採決の前
に、なぜ反対なのかなぜ
賛成なのか、議員個人の
意見を表明し、意見の異
なる議員に賛同を求める
ために行われます。採決
の結果は、次ページの審
議結果をご覧ください。

6月定例会最終日の討論
の内容を要約してお伝え
します。

プレミアム商品券発行は、
消費税10％増税に対応し
た低所得者への緩和策と
しているが、負担軽減と
いうならば、景気悪化を
招き、市民生活破壊の増
税中止を国に求めるべき
だ。（平林）

本予算のプレミアム付き
商品券事業に反対する。
消費税10％への引き上げ
は低所得者等への影響緩
和にならず、国民生活の
疲弊や、地方経済の衰退
に拍車をかけることにな
る。（大和）

プレミアム付商品券につい
ては市の財政を持ち出すこ
となく地域の消費に繋がる
事業である。全国一律にて
実施される事業を大町だけ
が実施しないのは市政に対
する不信感を招きかねない。

（山本）

利用可能な店舗は大町市全
域を対象としており、使用
された場合の最大額は１憶
5000万円が見込まれ、国
が全額補助する事業であり、
消費喚起、消費の下支えと
いう意味では必要であると
考える。（大竹）

あ
と
が
き

　

大
町
市
議
会
は
４
月
の
選
挙

の
結
果
、
新
人
議
員
６
名
が
入

り
16
名
の
議
員
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
平
均
年
齢
も
下
が
り
、

女
性
議
員
も
増
え
る
な
ど
、
新

し
い
議
会
体
制
と
な
り
ま
し
た
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傍聴をご希望の方は、議会棟２階の議会事務局までお越しください

次回
９月定例会 は
８月27日

開会予定です

討論
沸騰!!

提出案件の審議結果
令和元年６月定例会

◇賛否が分かれた案件 議案・陳情の原案に対して「賛成は〇」「反対は●」で表示

議
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日本共産党 無所属クラブ 市民クラブ 創生みらい 政友クラブ 公明 無
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果
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議案第9号 令和元年度大町市一般会計補正予算（第２号） ● ● ● 〇 議長〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 原案可決

◇全会一致で可決・承認・同意・採択された案件
議案番号等 議案名等 結果

報告第1号 専決処分の報告について専第 4 号　大町市税条例等の一部を改正する条例 承認

報告第2号 専決処分の報告について専第 5 号　大町市都市計画税条例の一部を改正する条例 承認

報告第3号 専決処分の報告について専第 6 号　大町市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 承認

報告第4号 専決処分の報告について専第 7 号　平成30年度大町市一般会計補正予算(第11号) 承認

報告第5号 専決処分の報告について専第 8 号　平成30年度大町市国民健康保険特別会計補正予算(第5号) 承認

報告第6号 専決処分の報告について専第 9 号　平成30年度大町市後期高齢者医療特別会計補正予算(第3号) 承認

報告第7号 専決処分の報告について専第10号　平成30年度大町市公営簡易水道事業特別会計補正予算(第5号) 承認

報告第8号 専決処分の報告について専第16号　平成30年度大町市病院事業会計補正予算(第4号) 承認

報告第9号 専決処分の報告について専第17号　平成31年度（令和元年度）大町市一般会計補正予算(第1号) 承認

議案第1号 監査委員の選任について 同意

議案第2号 損害賠償の額を定めることについて 原案可決

議案第3号 大町市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

議案第4号 大町市手数料条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

議案第5号 大町市基金条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

議案第6号 大町市附属機関に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

議案第7号 大町市水道事業等の設置等に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

議案第8号 大町市公営簡易水道条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

議案第10号 令和元年度大町市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第11号 市有財産の取得について 原案可決

議案第12号 令和元年度大町市一般会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第13号 市有財産の取得について 原案可決

陳情第1号 新たな過疎対策法の制定に関する意見書等の提出を求める陳情 採択

議事第1号 新たな過疎対策法の制定に関する意見書 原案可決

議長は議事進行のため「賛成」「反対」の意思表示はしない。
賛否同数の場合のみ「議長採決」として賛否を表明する。

傍聴しませんか

インターネットと市ケーブルテレ
ビで放送しています。
録画・再放送もご覧いただけます。

日 月 火 水 木 金 土
8/25 26 27 28 29 30 31

9月定例会
開会 本会議

9/1 2 3 4 5 6 7

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問） 委員会

8 9 10 11 12 13 14

委員会 委員会 委員会

15 16 17 18 19 20 21

本会議
（閉会）

大町市議会 議会中継
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さん

安曇野市出身

株式会社相模組
営業部

松
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崎 蓮
れん

さん

安曇野市出身

大町ホンダ販売
株式会社
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さん

大町市出身

大町市役所
観光課

泉
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水
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乃
の

さん

さいたま市出身

社会福祉法人
れんげ福祉会

一
いちやなぎ

栁 翠
あ お い

斐さん

松川村出身

北アルプスの風
リーベおおまち

峯
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村
むら

 涼
すず

香
か

さん

信州新町出身

議員が市民のみなさまの声を取材してつくるみんな
のひろばです。今回は、今年度新社会人になったフ
レッシュな皆さんにインタビューしました。

❶　今は早く仕事を覚えて、慣れることです。
❷　初任給は、家族で食事に行き、祖父母にプレ

ゼントを渡しました。残りは貯金しました。
❸　自然豊かで働きやすいところが好きです。

❶　人と人のつながりを大切にし、地域を盛り上
げられるような仕事をしたい。

❷　初めての給料は、親と食事に行きました。
❸　親切な人や良い人が多いところが好きです。

❶　主に自動車の修理や整備の仕事をしていま
す。早く職場に慣れ、エンジニアで一人前に
なりたいです。

❷　家族とラーメンを食べて、残りはパソコンの
部品を買いました。

❸　オフロードバイクが趣味なので自然がいっぱ
いの大町が大好きです。

❶　対外的な部分に視野を向けつつ、市内でのや
りたい事、いい事を大事にして、大町を盛り
上げていきたい。

❷　ゴールデンウイーク中、友人に大町のすばら
しいところを市内観光で案内した。

❸　空気・水がおいしい。雨の時、外の匂いもい
い。暮らしの中の自然がとても豊かなところ
が好きです。

❶　現場で経験を積み、将来は社会福祉士や介護
福祉士などの国家資格を取得して、介護だけ
ではなく地域と施設をつなぐ相談相手となり
たい。

❷　親を食事に誘い、残りは貯金しました。
❸　自然が多く過ごしやすいところが好きです。

❶　先輩達が利用者さんへ優しく寄り添う姿を見
て、私もそうなりたいと思っています。

❷　貯金と、両親にケーキを買いました。喜んで
貰えて嬉しかったです。

❸　大町には色々なお店があって嬉しいです。休
日を利用してカフェなどを巡りたいです。

市内企業に就職した

❶ 将来の夢はなんですか？
❷ 初任給の使い道は？
❸ 大町のどんなところが好きですか？

Vol.6 新社会人に聞く


